
活動プロジェクト
　15年間の高知工科大学における研究開発活動を終了し、退官後、同大学から名誉教授を拝命し引き続
き高知を軸足に大学や交通・道路管理者、複数の企業と連携し、幾つかのプロジェクトを進めている。以
下その活動内容を紹介する。なお、大学では地域に密着しITSを通じて地域に貢献することを活動方針と
し、そのためのシステム“KUSANONE ITS”を標榜していたが、その考えは今も変わらない。
①磁気式交通量計測設備の開発
・ 開発の経緯：中山間地域の狭隘道路を走行する車の円滑かつ安全に寄与する“中山間道路走行支援シス
テム”（図1）を開発し、高知のみならず複数の他県（徳島、愛媛、広島、静岡他）でも使用され、建設
電気技術協会の標準仕様にも採択され全国展開が進みつつあるが、システムの中心となるセンサーが落
雷等による理由で障害を起こし、維持管理上の課題が顕在化し、より良いセンサーの開発が課題であっ
た。一方、ITS世界会議の発表で米国のPATHプロジェクトでUCBの先生が埋設型の新しいセンサー
を開発したとの紹介があり、その後会社を立ち上げ実用化を進めていた。そこで、上記の“中山間道路
走行支援システム”のセンサーとして使用するため関係者と交渉を行ったが、技術的に大幅改造が必要
で、結局不調に終わり、それではと独自技術にて開発を進めた。当初、科研に採択され基本的な研究開
発を実施し、その後高速道路の車両検知機（トラカン）として可能性が有るとの事で、NEXCO西日本
と共同研究を進めた。高知道本線で実証実験を重ね、ほぼ5年の開発期間が経過したが、実用化レベル
になったと考えている。
・ 動作原理と特徴：車の構成部品であるダイナモやモーター等の電気装置は磁化されており、その磁界を
センサーが計測することで車の存在を知ることが出来る。検知手段としてはホール効果やMR（磁気抵
抗）、更にはMI（磁気インピーダンス効果）による素子がある。図2は計測システムの構成を示してい
るが、道路に設置する子機と路側に設置する親機からなる。子機は図3に示すように地表下に埋設され、
センサーによって計測された車の存在を無線を通じて親機に送信される。この機器は安定的な計測が可
能である、外部環境に強い、設置場所の制約を受けにくい、落雷等による故障が回避できる、更には工
法が容易で、保守等運用が優位である等の特徴を有し、結果的に安価であると言える。また、当初懸念
されたバッテリーの寿命もこれまでの評価によると7年以上は大丈夫との結果を得ている。交通量や速
度の精度評価を行った結果、ループコイルに置き換えが可能との判断をしている。また、本線のトラカ
ン応用のみならず、多方面の応用が可能ではないかと考えられる。例えば、SAやPAの駐車場管理や、
逆走防止システム、更には将来的に自動運転の合流支援のセンサーとしても有効ではないかと考えてい
る。
②道路施設の維持管理の効率化の研究
道路設備とは道路付属物と道路安全施設の総称と言え、各々道路法および道路交通法に裏付けられた施
設と言える。道路法で「道路の構造の保全、安全かつ円滑な道路の交通の確保その他道路の管理上必要な
施設又は工作物」で、道路標識や街灯、道路情報提供装置や車両監視装置等々の情報管理施設である。一
方、交通安全施設は道路における交通の安全確保のための施設で、道路交通法に基づき整備する交通管制
センターや信号機、道路標識等と、道路法に基づき整備する前述道路照明や視線誘導標等々がある。ITS
が進むと共にこれらの設備は益々増加すると共に重要性が高まり、その維持管理は重要な課題である。維
持管理とはその機械、装置、およびシステム等の機能を保つために必要な作業を実施することで、今後は
如何に効率的かつ高度化に行うかが不可欠である。効率的とは、少ない入力で多くの出力を出す、即ち、
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コスト（人、機材、時間等）を少なく、設備をより良い状態に維持することであり、高度化とは、維持
管理を意識したシステムや装置を検討し、手法、タイミングを考慮する、維持管理のツールを工夫す
る、更には人材の育成等を行うことが考えられる。そこで、東北大学桑原研究室やNEXCO西日本及び
その関連会社と連携し、幾つかの活動を進めている。2015年にはITS世界会議でSIS（Special Interest
Session）を企画し、以来セッションを通じ海外関係者との情報交流も行っている。今後は、故障の適
格な時期を予測し、故障前に交換する予防保全の精度を高める手法の確立も重要であると考えている。

図1　中山間道路走行支援システム

図2　機器構成

図3　工事方法
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